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金沢市倉ケ岳ゼフィルス情報

笹 川 忠 志

東京から転居して１年４ヶ月ほど経過しました。関東、特に東京の人間として金沢での

生活は種々大変な面もありますが、都会の喧噪とは違う意味で良いことも多く、アタフタ

しているうちに１年以上も時間が経過してしまいました。

さて、余り時間的余裕が無いにもかかわらず「蝶の観察・採集・遠征」はチョコチョコ

とやっております。そんな中で１９９８年のゼフィルスについて、少しではありますが報

告します。

５月31日 金沢市倉ケ岳■

ウラクロシジミ 12♂、 アカシジミ １♂、 ウラナミアカシジミ １♂

ゼフィルスの発生はかなり早く、ウラクロシジミの雄は最盛期だった。また、アカシ

ジミ、ウラナミアカシジミは、スレており驚いた。

６月４日 金沢市倉ケ岳■

ウラクロシジミ ９♂８♀その他多数目撃

雌は少々スレ気味だが、野外雌としては非常に美麗だった。

６月17日 金沢市倉ケ岳■

ジョウザンミドリシジミ 54♂１♀、 オオミドリシジミ 48♂、 ウラクロシジミ 18♂

１♀、 ウラミスジシジミ ３♂３♀、 ウスイロオナガシジミ １♂、 ミズイロオナガ

シジミ ３頭、 ウラゴマダラシジミ ３♂４♀、 ウラキンシジミ １♂

、 。 、久しぶりに好天となった今日は 一斉にファボニウスが発生したと考えられる もし

。 、 、滅茶苦茶採集したら500頭は越えたのではないだろうか 幼少の頃の 赤城山や榛名山

那須連邦の記憶が蘇った。なお、この日確認したクリソゼフィルスは、メスアカミドリ

シジミ １♂、アイノミドリシジミ ２頭目撃程度であったが、クリソの発生はどうなっ

ているのだろうか。

６月21日 金沢市倉ケ岳■

ジョウザンミドリシジミ 18♂２♀、 オオミドリシジミ ９♂２♀、 アイノミドリシジ

ミ １♂、 ウラクロシジミ １♂１♀、 ウラミスジシジミ ４♂４♀、 ウラナミアカシ

ジミ １♂、 ウラゴマダラシジミ １♀、 ウスイロオナガシジミ １♂、 ミズイロオナ

ガシジミ 多数

ファボニウスの朝方の乱舞は相当な個体数だった。17日は美麗な個体が多かったが、

今日はスレ、カケの個体が多く、ほとんどは採集をひかえた。今回の採集のうち、ジョ

ウザンミドリシジミについては９歳の息子が採集したもの。

まだまだ北陸は新参者ですので、今後とも情報がある時はご報告します。

《ささがわ ただし 〒921-8155 金沢市高尾台１-64 パトリア202》

ＴＯＢＵ Ｎｏ １３３ ＡＵＧ １９９８. .
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ＴＯＢＵ Ｎｏ １３３ ＡＵＧ １９９８. .

金沢市キゴ山におけるウラナミアカシジミの採集例

高 田 兼 太

筆者は金沢市キゴ山において、ウラナミアカシジミを採集したので報告する。

1998年６月16日 金沢市キゴ山 １頭採集 高田兼太

筆者は現在、金沢市の角間、キゴ山、医王山において、訪花性昆虫相を調査しており，

本種はキゴ山での調査中にクリの花のスウィーピングにより得たものである。

《 参考文献 》

生田省悟（1994）ウラナミアカシジミの目撃・採集若干．翔（110 ：１．）

竹谷宏二（1997）今年はウラナミアカシジミ多産か？．翔（128 ：１．）

左合 直（1997）金沢市キゴ山でウラナミアカシジミを目撃、撮影．翔（128 ：２．）

松井正人（1998）チョウ目：蝶類．石川県の昆虫：342-365．

《たかだ けんた 〒920-0934 金沢市宝町６－２６ 二井マンション》

金沢市倉ケ岳のツマグロヒョウモン追加記録

嵯 峨 井 淳 郎

金沢市倉ケ岳のツマグロヒョウモンについて、牧原悟郎(1995,1997)により記録報告が

本誌に掲載されているが、筆者も倉ケ岳にて本種を採集しているので、追加記録として報

告する。

１９９７年８月１日 鶴来町倉ケ岳無線中継所周辺 １♂採集 嵯峨井淳郎

以前からツマグロヒョウモンを目的として、金沢市周辺の見晴しの良い山頂付近を夏か

ら秋口にかけて精査していたにもかかわらず確認できず、牧原悟郎氏に電話で観察状況、

環境、天候等について御教示頂いていた。1996年は倉ケ岳へ５～６回挑戦したが目撃すら

できなかったが、1997年は２度目でようやく採集することができた。

いろいろと御教示をして下さった牧原悟郎氏に感謝したい。

《 参考文献 》

牧原悟郎(1995)北陸の蝶２題．翔（116 ：９．）

牧原悟郎(1997)金沢市倉ケ岳のツマグロヒョウモン．翔（125 ：３．）

《さがい じゅんろう 〒921-8145 金沢市額谷３-18-２》
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石川県のハルゼミ

松 井 正 人

石川県のセミの記録は少なく、ハルゼミの記録も例外ではなかった。このことを前

号（松井，1998）で紹介し、セミは鳴き声で簡単に記録できると付け加えたところ、各地

から鳴き声の記録をいただいた。ちょうどハルゼミの時節だったので、ハルゼミの記録が

集まった。

ハルゼミに関する県内の分布のまとめは太田芳美（1978）が知られているが、ここでの

分布は門前町猿山付近、富来町福浦付近、金沢市向山付近、金沢市野田山付近、根上町海

岸付近、加賀市橋立付近と記されている。最近ではこれより広く、ハルゼミは県内各地に

分布していると思われていたが、まとまった報告はなされていなかった。

1998年は、環境庁の分布調査の最後の年でもあり、各地でハルゼミの調査を行っている

ので、いただいた記録を交えて報告する。

報告に先立ち、記録を寄せられた皆さんに心からお礼申し上げる。

ハルゼミの鳴き声は独特で、声の記録はしごく簡単だった。しかし、天気が良くないと

鳴かず、薄曇りになるだけでとたんに鳴かなくなってしまい、居ないのか鳴かないだけな

のかわからず、調査できなくなる事が何度かあり、調査の効率は悪かった。

メッシュ図は、現段階で分布が確認できた地区を示し、分布の空白地はほとんど未調査

の地区となっている。これによるとハルゼミは県内各地に広く分布している事がわかる。

また、加賀市や小松市の低山には多く、それこそ山全体から鳴き声が聞こえ、何頭が鳴い

ているのか検討がつかない状態なのに比べ、能登地方には少なく、あっちに１頭、こちら

に１頭と鳴いている頭数が数えられる状態だった。

参考文献
1998年 5月 13日 珠洲市若山中田 声 八島武志
1998年 5月 19日 珠洲市正院平床 声 八島武志
1998年 5月 23日 珠洲市宝立山山頂 声 松井正人
1998年 5月 23日 輪島市三井坂田 声 松井正人
1998年 5月 23日 輪島市町野阿別当 声 松井正人
1998年 5月 14日 輪島市町野吉ケ町 声 八島武志
1998年 5月 23日 能都町太田原 声 松井正人
1998年 5月 23日 穴水町根木 声 松井正人
1998年 5月 23日 穴水町志ケ浦 声 松井正人
1998年 5月 23日 穴水町鹿島 声 松井正人
1998年 5月 23日 穴水町曽山石坪 声 松井正人
1998年 5月 23日 穴水町曽福 声 松井正人
1998年 5月 23日 穴水町由比ケ丘公園 声 松井正人
1998年 5月 5日 門前町猿山 声 松井正人
1998年 5月 5日 門前町皆月 声 松井正人
1998年 5月 5日 門前町池田 声 松井正人
1998年 5月 5日 門前町北川 声 松井正人
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参考文献
1998年 5月 5日 門前町矢徳 声 松井正人
1998年 5月 16日 中島町横見 声 松井正人
1998年 5月 23日 中島町横田 声 松井正人
1998年 5月 16日 中島町瀬嵐 声 松井正人
1998年 5月 23日 中島町田岸 声 松井正人
1998年 5月 16日 中島町文原 声 松井正人
1998年 5月 16日 田鶴浜町赤蔵神社 声 松井正人
1998年 5月 16日 田鶴浜町北側 声 松井正人
1998年 5月 2日 鹿島町石動山頂上 声 松森治彦
1998年 5月 8日 七尾市旭 声 松森治彦
1997年 5月 13日 七尾市白馬 声 松森治彦
1998年 5月 5日 富来町関野鼻 声 松井正人
1998年 5月 5日 富来町香能 声 松井正人
1998年 5月 5日 富来町鹿頭 声 松井正人
1998年 5月 10日 志賀町五里峠 声 松井正人
1998年 5月 16日 志賀町上棚眉丈山 声 松井正人
1998年 5月 10日 志賀町能登ゴルフ 声 松井正人
1998年 5月 16日 羽咋市朱鷺の台ゴルフ 声 松井正人
1998年 5月 2日 志雄町散田 声 山岸健一
1998年 5月 14日 宇ノ気町余地 声 松森治彦
1998年 5月 23日 金沢市キゴ山 声 澤田 博
1998年 5月 16日 金沢市医王山大池 声 野田延孝
1998年 5月 1日 金沢市卯辰山 声 河崎晴夫
1998年 5月 16日 金沢市奥新保 声 野田延孝
1991年 6月 3日 金沢市高尾 声 徳本 洋
1998年 5月 16日 金沢市砂子坂 声 野田延孝
1994年 5月 18日 金沢市神谷内 声 松井正人 松井,1995
1998年 5月 23日 金沢市竹又 声 松森治彦
1995年 5月 23日 金沢市釣部 声 松井正人
1995年 5月 18日 金沢市田島 声 松井正人
1998年 5月 20日 金沢市湯涌 声 松井正人
1995年 5月 23日 金沢市柚木 声 松井正人
1995年 5月 23日 金沢市鈴見山 声 松井正人
1998年 5月 9日 金沢市蓮如 声 林 芳広
1995年 5月 27日 鶴来町中島 声 松井正人
1998年 5月 17日 鶴来町道法寺 声 嵯峨井淳郎
1998年 5月 5日 河内村板尾 声 竹谷宏二
1991年 6月 17日 白峰村大杉谷林道入口 声 徳本 洋
1998年 5月 16日 辰口町湯屋 声 嵯峨井淳郎
1998年 5月 2日 小松市鞍掛山 声 松井正人
1998年 4月 29日 小松市下大杉 声 富沢 章
1998年 5月 2日 小松市滝ケ原 声 松井正人
1998年 5月 2日 小松市那谷 声 松井正人
1998年 5月 2日 小松市菩提 声 松井正人
1997年 5月 11日 小松市嵐 声 松井正人
1998年 5月 2日 加賀市宇谷 声 松井正人
1998年 5月 2日 加賀市刈安山 声 松井正人
1998年 5月 5日 加賀市錦城山 声 富沢 章
1998年 5月 2日 加賀市荒木 声 松井正人
1998年 4月 16日 加賀市作見 声 富沢 章

ＴＯＢＵ Ｎｏ １３３ ＡＵＧ １９９８. .
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参考文献
1991年 5月 26日 加賀市鹿島の森 声 徳本 洋
1995年 5月 25日 加賀市勅使 声 河崎悦子
1998年 5月 2日 加賀市塔尾 声 松井正人
1998年 5月 2日 加賀市日谷 声 松井正人
1998年 5月 15日 加賀市片野海岸 声 竹谷宏二
1998年 5月 2日 加賀市法皇山 声 松井正人
1998年 5月 2日 山中町荒谷 声 松井正人
1998年 5月 2日 山中町四十九院 声 松井正人
1998年 5月 2日 山中町滝 声 松井正人

《 参考文献 》

太田芳美（1978）セミ科．石川県の自然環境 第４分冊：32．

松井正人（1995）1994年におけるセミの記録．翔（112 ：９－10．）

松井正人（1998）セミの記録を集めよう．翔（132 ：３－４．）

《まつい まさと 〒920-3121 金沢市大場町東871-15》

ＴＯＢＵ Ｎｏ １３３ ＡＵＧ １９９８. .
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シリーズ案内＆書評《 藤岡近縁種図鑑 》

チョウキチホマレ

「シリーズ案内＆書評」という生意気なタイトルで、チョウキチホマレが「翔」編集人

をやっていた当時、蝶や食草に関する新刊図書の評価をし、例の独断と偏見で本誌に載せ

ていた。今、その頃を振り返ってみると何とも恥ずかしく、ただただ若気の至りであった

と反省しきりである。

しかし、今回はちょっと違う。俗にいう藤岡大図鑑（最近部数限定で再発行）や、塚田

図鑑は、自称蝶々博士を自認している方々は「座右の書」として大概は持っているはずで

ある。その藤岡大図鑑の続編ともいえる「日本産蝶類及び世界近縁種大図鑑第１巻（アゲ

ハチョウ科セセリチョウ科 」が誕生した。著者はいわずと知れた藤岡知夫大先生。）

１９７８年（昭和５３年）秋、チョウキチが仕事の関係で２ヶ月程東京調布市へ研修に

行っていた折、２度程藤岡コレクションを見せてもらった。文京区の藤岡邸を訪問し、玄

関に入るなりのズラーと並んだ床から天井までぎっしり詰まった標本棚に圧倒され、世の

中には、すごい人が居るもんだと驚愕したり、呆れたり。その折、氏より「近々、日本産

蝶類近縁種図鑑を執筆予定で、大変な作業であるが期待していてください」とのコメント

を耳にしていたが、当時どんな内容の図鑑になるのか想像もできず、曖昧な返事をしてい

たことを記憶している。

、 、あれから２０年 その間の資料収集や氏独特の徹底した地理的変異・個体変異の追求は

ある種のこだわりとでも表現しておこうか。図版を見ただけでも圧倒されてしまう程、巨

大でギッシリ詰まっている膨大な標本写真。たぶん何回となく頓挫した上での再浮上、苦

節２０年の成果であろうと想像に難くない。図版・解説・資料の３分冊構成。お値段も何

と７６,０００円とかなりのもの。

ちなみに、藤岡先生の先祖は加賀藩出身で、かって北国新聞に掲載されたこともあり、

藤岡作太郎（祖父 、藤岡由夫（父）と３代続く学者一族の出。何年か前に先祖に関する）

遺産遺品の一部を石川県か金沢市に寄贈のため来沢した折、筆者宅にも電話をいただいた

覚えがある。その寄贈された品々は現在、金沢市観光会館裏手の「ふるさと偉人館」に収

蔵されていると聞く。

とにかく、この新大図鑑はＴＶコマーシャルではないが「一見の価値がある～」で締め

くくりたい。

ＴＯＢＵ Ｎｏ １３３ ＡＵＧ １９９８. .
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ろ
そ
ろ
飛
び
出
し
そ
う
。

よ
い
こ
の
大
図
鑑
は
高
く
な
い

最
近
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
が
目

立
っ
て
鈍
っ
て
き
た
澤
田
氏
、
予

約
し
た
ハ
ナ
ム
グ
リ
大
図
鑑
が
手

元
に
届
き
、
き
れ
い
き
れ
い
と
ご

満
悦
。
二
万
七
千
円
は
け
っ
し
て。

高
く
な
い
と
褒
め
ち
ぎ
っ
て
い
る

片
道
十
二
時
間
で
獲
物
は
サ
ッ
パ
リ

江
崎
、
井
村
の
行
動
派
、
金
沢

か
ら
高
速
道
路
を
乗
り
継
い
で
片

道
十
二
時
間
、
大
分
の
大
船
山
へ

行
っ
て
来
た
。
と
こ
ろ
が
獲
物
は

サ
ッ
パ
リ
で
、
ム
ナ
コ
ブ
と
キ
ュ。

ウ
シ
ュ
ウ
ヌ
バ
タ
マ
が
一
頭
づ
つ

釈
迦
林
道
で
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ

富
沢
氏
、
忙
し
さ
の
合
間
を。

縫
っ
て
平
日
に
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ

気
温
が
上
が
ら
ず
、
お
目
当
て
の

虫
は
あ
ま
り
来
な
か
っ
た
が
、
県

内
初
と
思
わ
れ
る
一
種
を
採
集
。

奥
能
登
鉢
伏
山
で
マ
ー
キ
ン
グ

奥
能
登
へ
向
か
っ
た
松
井
氏
、

輪
島
の
鉢
伏
山
ポ
イ
ン
ト
に
立
つ

と
、
ヨ
ツ
バ
ヒ
ヨ
ド
リ
に
新
鮮
な

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
鈴
な
り
。
外
浦

か
ら
吹
き
寄
せ
る
風
も
心
地
よ
く

二
分
に
一
頭
の
ペ
ー
ス
で
マ
ー
キ

ン
グ
に
汗
を
流
し
た
。

ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の
発
生
も
早
か
っ
た

細
沼
氏
、
七
月
一
八
日
に
ゴ
マ

を
狙
っ
た
が
、
先
客
に
採
ら
れ
た

跡
。
一
週
間
前
か
ら
狙
っ
て
い
た

が
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
当
日
は
現

着
が
ち
ょ
い
と
遅
れ
た
。

例

会

の

記

録

六
月
四
日
（
木
）
城
南
管
工
二

階
に
て
八
時
か
ら
開
催
。

ク
リ
が
咲
き
乱
れ
、
ゼ
フ
が
各

地
で
発
生
、
季
節
が
二
週
間
か
ら

二
十
日
早
い
等
の
話
が
メ
イ
ン
。

そ
の
他
の
話
題
は
、
沖
縄
も
季

節
が
早
か
っ
た
、
終
齢
の
ア
サ
マ

ダ
、
蝶
は
飽
き
た
の
で
甲
虫
を
採

り
た
い
、
ア
オ
タ
マ
採
る
ぞ
、
サ

ビ
ナ
ガ
ボ
ソ
は
シ
ブ
い
虫
、
ア
オ

マ
ダ
ラ
は
何
処
に
で
も
い
る
、
ク

、

。

ロ
マ
ダ
ラ
が
羽
化
し
な
い

等
々

、

、

、

、

参
加
は

松
井

中
西

井
村

久
慈
、
吉
村
、
山
岸
の
六
人
。

例

会

の

記

録

七
月
二
日
（
木
）
城
南
管
工
二

階
に
て
八
時
か
ら
開
催
。

昆
虫
目
録
以
後
、
ハ
ム
シ
、
タ

マ
バ
チ
、
キ
ク
イ
ム
シ
と
県
内
初

記
録
が
目
白
押
し
と
な
り
、
初
記

録
と
目
録
効
果
に
つ
い
て
の
話
が

メ
イ
ン
と
な
る
。

そ
の
他
の
話
題
は
、
ヤ
ク
ネ
キ

、

、

だ

加
賀
市
の
ム
ネ
ア
カ
セ
ン
チ

ニ
ュ
ー
か
と
思
っ
た
タ
カ
チ
ホ
ヒ
ラ

タ
、
白
山
ツ
ヤ
ハ
ダ
は
全
滅
、
九
州

大
船
十
五
時
間
コ
ー
ス
、
等
々
。

、

、

、

、

参
加
は

生
田

久
慈

江
崎

富
沢
、
西
原
、
松
井
、
中
西
、
井

、

、

（

）

村

細
沼

竹
谷

Ｔ
Ｅ
Ｌ
参
加

の
十
人
。

【

】

表
紙
デ
ザ
イ
ン

:

小
幡
英
典
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- 8 -

季

節

の

早

さ

は

衰

え

ず

ギ
フ
チ
ョ
ウ
、
ハ
ル
ゼ
ミ
、
ウ

ス
バ
シ
ロ
と
発
生
が
早
か
っ
た
四

月
。
五
月
に
入
っ
て
も
衰
え
ず
エ

ゾ
ハ
ル
、
ミ
ス
ジ
、
ア
カ
シ
ジ
ミ

と
季
節
は
依
然
二
十
日
程
早
い
。

真
っ
黒
な
イ
チ
モ
ン
ジ
チ
ョ
ウ

ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
で
有
名
な
河
内

村
板
尾
、
発
生
が
早
く
な
っ
た
ミ

ス
ジ
チ
ョ
ウ
も
セ
ッ
ト
で
採
集
で

き
、
今
年
は
な
か
な
か
に
ぎ
や
か

。

、

ら
し
い

採
集
人
口
が
増
え
る
と

変
わ
っ
た
も
の
が
採
れ
る
よ
う

で
、
真
っ
黒
な
イ
チ
モ
ン
ジ
チ
ョ

ウ
が
採
れ
て
い
る
。

カ
メ
ラ
オ
ヤ
ジ
は
ク
モ
ツ
キ
狙
い

県
外
も
の
に
は
と
ん
と
興
味
が

無
い
竹
谷
氏
、
ク
モ
マ
ツ
マ
キ
に

あ
こ
が
れ
る
松
田
氏
に
誘
わ
れ
、

富
山
県
は
早
月
川
へ
。
シ
ャ
ッ

タ
ー
チ
ャ
ン
ス
は
あ
っ
た
の
か
、

は
た
ま
た
も
の
に
し
た
の
か
、
情

報
は
全
然
流
れ
て
来
な
い
。

六
月
に
ビ
カ
ビ
カ
ゼ
フ
が
大
乱
舞

六
月
早
々
フ
ァ
ボ
、
ク
リ
ソ
が

出
現
し
、
中
頃
に
は
各
地
で
大
乱

舞
。
気
温
は
中
頃
に
な
っ
て
や
や

低
い
状
態
と
な
り
、
早
い
発
生
と

重
な
っ
て
、
燐
粉
の
状
態
が
非
常

に
よ
い
ビ
カ
ビ
カ
の
個
体
が
大
量

に
ネ
ッ
ト
さ
れ
た
。

昆
虫
目
録
打
ち
上
げ
パ
ー
テ
ィ
ー

六
月
十
二
日
、
県
の
人
も
招
待

し
、
金
沢
市
内
某
所
に
て
「
石
川

県
の
昆
虫
」
完
成
パ
ー
テ
ィ
ー
。

電

話

番

号

が

変

わ

り

ま

し

た

う
っ
か
り
屋
の
高
田
君
、
携
帯

を
ト
イ
レ
に
落
と
し
て
手
が
出
せ

ず
。
痛
い
出
費
と
な
っ
た
が
、
感

度
の
良
い
新
品
に
変
わ
っ
た
。

(

〇
五
〇)

六
三
三
ー
四
五
四
五

5

元

気

の

元

は

好

奇

心

徳
本
氏
、
関
西
の
バ
ッ
タ
屋
と

福
井
で
バ
ッ
タ
類
の
調
査
。
ヒ
シ

バ
ッ
タ
、
コ
オ
ロ
ギ
、
カ
マ
キ
リ

な
ど
、
バ
ッ
タ
屋
に
手
ほ
ど
き
を

受
け
る
。
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
好

奇
心
は
旺
盛
で
す
。

蝶
研
フ
ィ
ー
ル
ド
の
小
路
氏
死
去

三
月
七
日
の
大
昆
三
十
周
年
記

念
行
事
に
は
元
気
な
姿
が
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
三
ヶ
月
半
、
訃
報

が
入
っ
た
。
一
日
も
早
い
復
帰
と

フ
ィ
ー
ル
ド
の
復
刊
を
願
っ
て
い

た
の
に
、
残
念
で
な
ら
な
い
。

真

川

林

道

は

快

適

そ

の

も

の

江
崎
、
井
村
の
行
動
派
神
出
鬼

没
組
、
富
山
は
立
山
温
泉
付
近
で

昆
虫
調
査
。
真
川
林
道
は
全
線
舗

装
で
快
適
だ
っ
た
が
、
許
可
証
は

有
っ
て
も
道
路
使
用
料
千
七
百
円

は
必
要
だ
っ
た
。

倉

ケ

岳

嵯

峨

井

ポ

イ

ン

ト

嵯
峨
井
ポ
イ
ン
ト
と
言
え
ば
医

王
山
乱
舞
ポ
イ
ン
ト
。
フ
ジ
、
ア

イ
ノ
、
メ
ス
ア
カ
の
大
乱
舞
が
見
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